
　大切な人やまちを守るため、地域住民がボランティアで
活動する防災組織・消防団。団員は本業を持ちながら、火
災や台風、豪雨、地震発生時には先頭に立って地域を守る
防災リーダーです。
　市消防団は市内20個の分団で構成し、５月１日現在、
1,108人が活動しています。入団対象は市内在住・在勤・
在学の18歳以上で心身ともに健康な人。資格や経験は必
要ありません。また、出動報酬や消防ポンプ自動車に必要

な免許費用助成など、福利厚生も充実。自営業やサラリー
マン、学校の先生、自治体職員など、さまざまな業種の人
が活躍しています。男性の仕事というイメージが強い中、
女性の入団も増え、女性が活躍する男女参画の場としての
認知度も高まっています。女性
消防団員の中には、主婦や学生
も。昨年度は本市消防団で初の
夫婦消防団員も誕生しました。
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男性も女性も活躍中

消防団員消防団員地域の絆で地元を守る

消防団員を募集しています！消防団員を募集しています！
こんな人にお薦め！

地域貢献の場として消防団を選び、現在は火災予防啓

発活動や広報活動など、より一層地域に根付いた消防

団を目指し、積極的に活動している内山大輔さん・明

子さん夫妻。駒形町を担当する部に所属し、地域の

暮らしを守るため活動しています。

地域にもっと溶け込んで仲間を増やしたい

防災に関する知識を学び、そして広めたい

地域のために何かしたい！地元愛のある人

男女問わず活躍できる場がほしい

仕事以外のやりがいを見つけたい
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